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※概要（Summary ）： 

Quartz crystal microbalance (QCM) センサは、安価、

かつ高感度で バイオ、ケミカル分野でよく使わせて

いる。QCM センサは、質量に対しての周波数変化は

基本周波数の平方と比例することがよく知られてい

る。本研究は、高周波、小型、かつ高 Q 値 QCMチッ

プの開発を目標としている。具体的には、QCM セン

サを逆メサ構造に設計し、中心エリアだけをウェット

エッチングにより、薄くする。周囲は、ＡＴカットウ

エハの元の厚さを持ち、チップの固定などの作業での

必要な機械強度を維持する。中心エリアは、本来の水

晶振動子として使う。さらに、振動部分のサイズ厚さ

の減少により、必要な電極サイズも小さくなり、チッ

プ全体の小型化もできる。 

 

※実験（Experimental）： 

本研究は、水晶ＭＥＭS 技術を利用して、QCM チ

ップの製作を行う。実験は以下のようになります。 

１）ＱＣＭチップの構造と電極の寸法を設計し、共同

開発センターでマスクを描画する。 

２）110℃の硫酸過水でＡＴカットの水晶ウエハを洗

浄する。 

３）Cr/Au薄膜を水晶ウェットエッチングのマスクと

してスパッタリングする。 

４）製作したマスクで水晶振動子の構造と電極をパタ

ーンニングする。 

５）水晶をエッチングし、Au/Cr薄膜をそれぞれの選

択性溶液でエッチングして片面の電極ができる。 

６）エッチングされた面だけにもう一回 Cr/Au をス

パッタリングし、それで両面の電極ができる。QCM

の基本周波数は、エッチングの深さ、つまり、エッチ

ングの時間で管理する。 

※結果と考察（Results and Discussion）： 

全体寸法を 4 ｍｍ×４ ｍｍにし、50 ＭＨｚから、100

ＭＨｚまでの QCM チップができた。電極の大きさによ

って、振動特性への影響を調査した。その結果、直径 1.5 

mm のエッチングエリア(振動エリア)に対して、電極が

500－600 μmでよいことが分った。Q値(空気中)が 2 万

以上の高周波小型 QCM チップを製作することができた。

バイオ、ケミカル分野に液体中で測定するために、チッ

プを装着するマイクロフローセルーを設計、製作した。

純水を QCMチップの片面に流れても、Q 値が 1000ぐら

いであった。これらの結果により、バイオ、ケミカルセ

ンサとして、応用することが期待できる。 

 

※その他・特記事項（Others）： 

実際にバイオセンサへの応用を展開している。 
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